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●覚醒時の体温測定による概日リズムの定量評価法を確立しました。
●運動の実施時間帯と生理応答などの現場からの疑問を科学的に検証します。
●概日リズムに着目した新しい健康づくりを提案する科学的根拠になります。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

ヒトは約24時間周期で変動する概日リズムを有しています。現代社会は概日リズムが乱れやすく、その
乱れによる精神疾患などが問題視されています。そこで、覚醒時の体温を測定し、概日リズムの定量評価
法を開発しました(左図)。この評価法を用いて、体温の位相時間が後退している者は、精神的健康度が低
いことを明らかにしました。換気性作業閾値（VT）が午前中に低強度で出現し、日内変動することを実験的
手法から実証しました(右図)。

【研究シーズの概要】

●従業員の健康管理や仕事の効率向上に寄与
●概日リズムに基づいた新しい健康教育の展開

【産業界での展開・用途】

「概日リズム」に基づく
健康づくり提案の科学的根拠

【研究シーズテーマ】
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研究分野：複合領域（健康・スポーツ科学）
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